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はじめに 
 遅塚忠躬『史学概論』を読んで 
 
１.「中世後期社会を考える」という枠組み 
 一国史（国民国家の歴史）とそれを前提とした時代区分の枠組み 
 事件史と構造史 
 
２．自身の構造史的把握の試みとその問題点 
 「甲賀郡中惣」のとらえ方を事例として 
    現代とは連続しない「中世」認識→ 時代区分論の変化 
   「在地」という視点 → 全体史志向の必要性 
 
３．「中世」認識の変化―時代区分論の流れ 
 「現代」としての「近世」―戦前  
 「日本近世史の自立」による中世と近世の断絶―戦後 
  現代につながる中世後期という見方―８０年代半ば、中近世移行論の登場 
   藤木久志「自力の村」論、勝俣鎮夫「村・町制」論 
 
４．中世後期社会の二つの動向の提起と問題点 
① 「統合の運動」 
② 「帰属の一元化」 
 「統合」・「帰属」という表現でよかったのか？ 
 一元化ではなく、実は多元化していったのではないか？ 
 
〔史料を読む〕史料１～史料４ 
 
〔歴史学を学ぶ上での私の留意点〕 
     
おわりに 
全体史の試みの必要性 
  細分化の傾向 政治史、制度史、村落史、文化史・・・ 
  村落史と政治史の接合―全体史への課題 

 天皇・将軍をどう位置づけるかという自身の課題 
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